
綜合病院山口赤十字病院
そ う ご う び ょ う い ん や ま ぐ ち せ き じ ゅ う じ び ょ う い ん

 
院 長 名 末兼 浩史 

病 床 数 427床  （うち緩和ケア病棟病床数  25床） 

診 療 科 

内科、消化器内科、腎臓内科、呼吸器内科、糖尿病内分泌内科、膠原病内科、循環器内科、脳神経内科、

緩和ケア科、精神科、小児科、外科、乳腺外科、整形外科、脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、眼科、 

耳鼻咽喉科、気管食道科、放射線科、麻酔科、リハビリテーション科、歯科口腔外科 

住 所 山口市八幡馬場 53－1 

電話番号 （代表） 083－923－0111 

ＦＡＸ番 号 （代表） 083－925－1474 

併設事業所 訪問看護ステーション 

緩和ケア病棟について 

平成 11年 11月 1日に緩和ケア病棟を東 8階に開設しています。 

ホスピス・緩和ケアの場とは、悪くて、『ダメ』だから行く最後の場ではなく、患者さんが、頂いた「いの

ち」を生ききるために少しでも良い時間・空間・医療環境などを提供するための場であると考えます。 

緩和ケア病棟担当医 各科担当医 

緩和ケア病棟病床の内訳 （個室（差額有）  7床・個室（差額無）  10床・大部屋  8床） 

 

【入院手続き方法・相談窓口】 

①受診日の予約        ②外来受診      ③緩和ケア病棟見学・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ       ④入院日のご連絡      ⑤入院 

各科へご連絡下さい           ご家族のみの受診      緩和ケア病棟の施設見学と入院について説明       病室がご準備出来ましたら、 

通院中であれば、担当医からの    も可能です          を受けて頂いた後に、入院予約となります          入院日をご連絡します 

紹介状をできるだけご持参下さい 

 

【緩和ケア病棟の理念】 

入院患者さまとそのご家族が、穏やかに過ごせるように、赤十字基本原則の人道に基づいて心ひとつに、明るく、あたたかく、広く、静か 

なホスピスマインドをもってケアを提供します。 

 

【患者様へのメッセージ】 

 がんになったとわかった時、人は身体的、精神的、社会的、そしてスピリチュアルな痛みや苦悩を受けると言われています。しかし、病

気の治癒のみを目標とした治療では、身体的な「いのち」に対する癒やししか得られないため、患者さんは癒やしきれないそれ以外の苦

悩に苦しまれることになります。それに対応するために、当科では医師・看護師・薬剤師・ソーシャルワーカー・栄養士など多職種連携に

よる医療を行っております。 

 苦痛の緩和をはじめとした症状緩和は医療や看護の原点であって、決して後ろ向きの医療ではなく、がん医療そのものを充実させる大

切な医療です。 「身体を診る」という疾患による症状への対応はもちろんのこと、それだけではなく、「いのちを診る」、「家族を診る」とい

った 3つの視点が「緩和ケア」の礎であるということを忘れずに、スタッフ一同患者さん、御家族と接して参りたいと思っております。 

個室（差額有） 

 

ベランダ 

 

エントランス 

 

デイルーム 

 



山口宇部医療センター
や ま ぐ ち う べ い り ょ う せ ん た ー

 
院 長 名 亀井 治人 

病 床 数 ３６５床  （うち緩和ケア病棟病床数  ２５ 床） 

診 療 科 
内科・精神科・腫瘍内科・神経内科・呼吸器内科・消化器内科・循環器内科・小児科・外 科・整形外科 

リハビリテーション科・緩和ケア内科・耳鼻咽喉科・放射線科・麻酔科・歯科（入院患者のみ） 

住 所 山口県宇部市大字東岐波６８５番地 

電話番号 （代表）０８３６－５８－２３００   （地域医療連携室直通）０８３６－５８－４１００ 

ＦＡＸ番号 （代表）０８３６－５８―５２１９   （地域医療連携室直通）０８３６－５８－２９３８ 

併設事業所 無 

緩和ケア病棟について  

緩和ケア病棟担当医 小笠原 啓子  

緩和ケア病棟病床の内訳 （有料個室  １２ 床・無料個室 ９ 床・２人部屋 ２ 床） 

 

【入院手続き方法・相談窓口】 

当院の地域医療連携室へ予約票と診療情報提供書を FAXして緩和ケア外来を予約して頂く。 

かかりつけの病院や診療所から緩和ケア外来の受診（完全予約制）予約し、外来にて緩和ケアについて説明を受け病棟見学して頂く。 

 

【緩和ケア病棟の理念】 

緩和ケア病棟とは、がんと共に生きることを決心された患者さんがよりよく「生活する」ことをサポートする病棟です。 

緩和ケアは病気の初期から、入院、外来を問わず、患者さんが生活される場において取り組まれます。その中で、『緩和ケア病棟』は、

「がん」という病気そのものに対する治療が患者さんにとってかえって不利益であると考えられる場合、患者さん自身のお考えによってが

んに対する治療を希望されない場合、そして痛みや苦しみ、不安を和らげるために入院での生活が望ましいと考えられる場合に、専門的

な知識と技術に基づいた緩和ケアを提供する場です。緩和ケア病棟では「がん」という病気そのものに対してでは無く、がんによってもた

らされる痛みや様々な症状に対して、多くの専門スタッフがチームとして携わり、その症状を和らげ、患者さんとご家族の生活の質の維

持・向上を目指します。 

 

【患者様へのメッセージ】 

緩和ケア病棟への入院に際しては、本人やご家族が緩和ケア病棟で行なわれる治療やケアなどの内容を理解されたうえで、療養を希

望されていることがとても大切になります。ご不明なことがありましたら、お気軽にお問い合わせください。 
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院 長 名 那須 誉人 

病 床 数 519床(うち緩和ケア病棟病床数 25床) 

診 療 科 28科 

住 所 山口県周南市孝田町１番１号 

電話番号 （代表） 0834-28-4411 

ＦＡX 番号 （代表） 0834-29-2579 

併設事業所 介護老人保健施設 、 訪問看護ステーション 

緩和ケア病棟について 平成 20年 12月 1日に開設いたしました。 

緩和ケア病棟担当医 伊東武久（婦）  山下武則（放） 

緩和ケア病棟病床の内訳 (有料個室 12床・無料個室 13床) 全室個室 

【入院手続き方法･相談窓口】 

①  緩和ケアについてのご相談はがん相談支援センター 平日 8:30～17:15(土･日･祝日は除く) 

0834-28-4411(内線 2203) 又は 0834-34-8821(直通)   

②  直接緩和ケア外来へ 

【緩和ケア病棟の理念】 

   徳山中央病院の緩和ケア病棟は、患者さんが入院をされたその時から、職員一同、ご希望にそったケアが行えるように努めてまいり

ます。 

   がん患者さん及びご家族のＱＯＬ(生活の質)の向上と病状に伴う精神的・身体的苦痛を和らげることを目的としています。 

【患者様へのメッセージ】 

  Q.緩和ケア病棟はどんなところですか？ 

       がんに罹患された患者さん・ご家族に生じた苦痛を緩和し、その入らしい生活ができるように支援をしていくところです。 

  Q.緩和ケア病棟へ入院するには病名を知っておく必要がありますか? 

基本的に病気と向き合うためには告知をされている方が望ましいのですが入院する時に必ずしも告知されている必要はありませ

ん。しかし患者さん自身が知りたいと考えている場合はお伝えすることがあります。 

Q.緩和ケア病棟の入院費は？ 

緩和ケア病棟入院科という定額で医療保険が適応されています。 

Q.在宅療養を希望していますが、家族の事情で短期間入院ができますか？ 

ご家族のご事情や介護負担軽減のための一時的な短期入院も可能です。 

Q.緩和ケアは終末期医療だけではありませんか？ 

緩和ケアはがん治療に伴う副作用や苦痛の症状緩和に対しての問題に早期から取り組みます。また、入院だけではなく、在宅

での療養も支援します。 

Q.緩和ケア病棟と一般病棟の環境面での違いを教えてください。 

緩和ケア病棟は全室個室です。家族とのふれあいとプライバシーを大切にした静かで明るい環境を提供しています。 

 

 

 

        


